
出典一覧表 1年 内容解説資料

ページ 名称 著作者等 発行者 発行年次等

前見返し
1-2

朝のリレー
谷川俊太郎詩選
集　1

谷川俊太郎 集英社 2005

14 あしたこそ のはらうた Ⅳ 工藤直子 童話屋 2000

15 おれはかまきり のはらうたⅠ 工藤直子 童話屋 1984

20 続けてみよう（言葉の手帳） ポラーノの広場 宮沢賢治 新潮社 1995

22-27 シンシュン 書きおろし 西加奈子

31 花 日本唱歌集 武島羽衣 岩波書店 1958

31 桜
八木重吉全集第
二巻

八木重吉 筑摩書房 2000

31 ゆさゆさと大枝ゆるる桜かな
村上鬼城全集　第
1巻

村上鬼城 あさを社 1974

31
桜ばないのち一ぱいに咲くからに生命をかけ
てわが眺めたり

岡本かの子全集9 岡本かの子 筑摩書房 1994

42-45 ダイコンは大きな根？

「キャベツにだって
花が咲く」を，本書
のために書き改め
たもの。

稲垣栄洋 光文社 2008

46-49 ちょっと立ち止まって
「だまし絵百科」
を，本書のために
書き改めたもの。

桑原茂夫 筑摩書房 1983

63 「アスリート」が「運動選手」を上回る
平成27年度「国語
に関する世論調
査」の結果の概要

文化庁 文化庁 2016

64 資料A
平成28 年度「国語
に関する世論調
査」の結果の概要

文化庁 文化庁 2017

68 リード文 書きおろし 谷川俊太郎

68-69 一枚の絵
現代詩文庫150
木坂涼

木坂涼 思潮社 1997

70 朝
現代詩文庫147
吉田加南子

吉田加南子 思潮社 1997

70-71 未確認飛行物体
現代詩文庫177
続・入沢康夫

入沢康夫 思潮社 2005

73-75 比喩で広がる言葉の世界 書きおろし 森山卓郎

73 土
三好達治全詩集
新装版

三好達治 筑摩書房 1979
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ページ 名称 著作者等 発行者 発行年次等

国語1 出典

教材名

84-85 あと少し、もう少し あと少し、もう少し 瀬尾まいこ 新潮社 2015

86-87 西の魔女が死んだ
西の魔女が死んだ
梨木香歩作品集

梨木香歩 新潮社 2017

88-89 ブラインドの向こうに見える光
第二期 スポーツ感
動物語④　挫折と
苦難の克服

小林良介 学研プラス 2012

93
読
書

コ
ラ
ム

推薦文（注文の多い料理店・西遊記） 本へのとびら 宮崎駿 岩波書店 2011

94 六月を奇麗な風の吹くことよ
子規全集　第二巻
俳句二

正岡子規 講談社 1975

94 山頂から
小野十三郎著作
集第一巻

小野十三郎 筑摩書房 1990

96-103 大人になれなかった弟たちに……
おとなになれな
かった弟たちに…
…

米倉斉加年 偕成社 1984

106-113 星の花が降るころに 書きおろし 安東みきえ

126-133 「言葉」をもつ鳥、シジュウカラ 書きおろし 鈴木俊貴

150-151 大阿蘇
三好達治全詩集
新装版

三好達治 筑摩書房 1979

152 名月を取てくれろとなく子哉
一茶全集／第六
巻　句文集・撰集・
書簡

小林一茶
信濃毎日
新聞社

1976

152
秋風にたなびく雲の絶え間より漏れ出づる月
の影のさやけさ

新古今和歌集　新
編日本古典文学
全集43

藤原顕輔 小学館 1995

152 山月記 中島敦全集1 中島敦 筑摩書房 2001

158-164 蓬莱の玉の枝―「竹取物語」から（原文）

竹取物語　伊勢物
語　大和物語　平
中物語　新編日本
古典文学全集12

作者未詳 小学館 1994

171 今に生きる言葉（「矛盾」原文）
韓非子 下（新釈漢
文大系 12）

竹内照夫 明治書院 1964

176-183 「不便」の価値を見つめ直す 書きおろし 川上浩司

190-191 君たちはどう生きるか
君たちはどう生きる
か

吉野源三郎 ポプラ社 2011

192-193 たのしい制約 毎月新聞 佐藤雅彦
中央公論
新社

2009
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196 雪 雪 中谷宇吉郎 岩波書店 1994

196 雪
三好達治全詩集
新装版

三好達治 筑摩書房 1979

196 むまさうな雪がふうはりふはり哉
一茶全集／第六
巻　句文集・撰集・
書簡

小林一茶
信濃毎日
新聞社

1976

198-210 少年の日の思い出 ヘッセ全集２
ヘルマン・
ヘッセ／
高橋健二 訳

新潮社 1982

216-217 空 ライオンのしっぽ 工藤直子
大日本図
書

1994

217-218 えんぽう ライオンのしっぽ 工藤直子
大日本図
書

1994

224 古池や蛙飛こむ水のおと
松尾芭蕉集①　新
編日本古典文学
全集70

松尾芭蕉 小学館 1995

224 「ふしぎ」の一部
金子みすず童謡
集　わたしと小鳥と
すずと

金子みすゞ
JULA出版
局

1984

225 「ねがいごと　たんぽぽ　はるか」 のはらうた Ⅲ 工藤直子 童話屋 1987

225 「ひとり林に……」の一部
優しき歌　立原道
造詩集

立原道造
KADOKA
WA

1999

225 菜の花や月は東に日は西に
近世俳句俳文集
新編日本古典文
学全集72

与謝蕪村 小学館 2001

225 「よだかの星」の一部
校本 宮澤賢治全
集第七巻

宮沢賢治 筑摩書房 1973

226 「チューリップ」
三好達治全詩集
新装版

三好達治 筑摩書房 1962

226 「夕日がせなかをおしてくる」の一部 てんとうむし 阪田寛夫 童話屋 1988

234-235 さくらの　はなびら
まど・みちお　全詩
集

まど・みちお 理論社 2015

260
学習を振り返ろう
（流氷と私たちの暮らし）

書きおろし 青田昌秋

278-286 坊っちゃん 漱石全集 第二巻 夏目漱石 岩波書店 1966

287 吾輩は猫である 漱石全集　第一巻 夏目漱石 岩波書店 1965

288-291 幻の魚は生きていた 書きおろし 中坊徹次
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294
花の色は移りにけりないたづらに我が身世に
ふるながめせしまに

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

小野小町 岩波書店 1983

294
久方の光のどけき春の日に静心なく花の散る
らむ

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

紀友則 岩波書店 1983

294
ほととぎす鳴きつる方をながむればただ有明
の月ぞ残れる

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

藤原実定 岩波書店 1983

294
風そよぐ楢の小川の夕暮れは禊ぞ夏のしるし
なりける

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

藤原家隆 岩波書店 1983

294
ちはやぶる神代も聞かず竜田川から紅に水く
くるとは

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

在原業平 岩波書店 1983

294
村雨の露もまだ干ぬまきの葉に霧立ち昇る秋
の夕暮れ

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

寂蓮法師 岩波書店 1983

294
鵲の渡せる橋に置く霜の白きを見れば夜ぞ更
けにける

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

大伴家持 岩波書店 1983

294
朝ぼらけ有明の月と見るまでに吉野の里に降
れる白雪

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

坂上是則 岩波書店 1983

295
あしひきの山鳥の尾の垂り尾の長々し夜を独
りかも寝む

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

柿本人麻呂 岩波書店 1983

295
みかの原わきて流るる泉川いつ見きとてか恋
しかるらむ

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

藤原兼輔 岩波書店 1983

295
忍ぶれど色に出でにけり我が恋は物や思ふと
人の問ふまで

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

平兼盛 岩波書店 1983

295
瀬を早み岩にせかるる滝川のわれても末に逢
はむとぞ思ふ

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

崇徳院 岩波書店 1983

295
来ぬ人をまつほの浦の夕凪に焼くや藻塩の身
も焦がれつつ

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

藤原定家 岩波書店 1983

295
天の原振りさけ見れば春日なる三笠の山に出
でし月かも

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

安倍仲麿 岩波書店 1983
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ページ 名称 著作者等 発行者 発行年次等

国語1 出典

教材名

295
立ち別れいなばの山の峰に生ふるまつとし聞
かば今帰り来む

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

在原行平 岩波書店 1983

295
このたびは幣も取りあへず手向山紅葉の錦神
のまにまに

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

菅原道真 岩波書店 1983

295
これやこの行くも帰るも別れては知るも知らぬ
も逢坂の関

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

蝉丸 岩波書店 1983

295
天つ風雲の通ひ路吹き閉ぢよをとめの姿しば
しとどめむ

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

僧正遍昭 岩波書店 1983

295
滝の音は絶えて久しくなりぬれど名こそ流れて
なほ聞こえけれ

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

藤原公任 岩波書店 1983

295
めぐり逢ひて見しやそれとも分かぬ間に雲隠
れにし夜半の月かな

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

紫式部 岩波書店 1983

295
夜をこめて鳥の空音ははかるともよに逢坂の
関は許さじ

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

清少納言 岩波書店 1983

295
わたの原漕ぎ出でて見れば久方の雲居にま
がふ沖つ白波

岩波クラシックス51
王朝秀歌選

藤原忠通 岩波書店 1983
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